
令和８年度 清瀬市立清瀬第四中学校 学校経営方針 
 

【教育目標：創造 温情 実践 健康】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒：引き出し、育成・定着を目指す資質・能力】 
□読み解く力、書く力、聞く力、計算する力、表現する力、体力等の認知能力 

□好奇心をもち主体的に考動する力、対話・協働する力、諦めず学び続ける力、

自己肯定感、自己有用感等の非認知能力 

□自他の命・人権を尊重する態度、国や地域を愛する心、多様性を理解する力 

 

【教職員：修練し、改善・向上を目指す資質・能力】 
□生徒に伴走し、生徒の心身を鍛え、可能性を引き出し伸ばすことができる、愛情・意欲・

情熱ある教師力 

□「教え考えさせる」授業を習得し、教科好き・学び続ける生徒を育成できる指導力・授業力 

□多様性を備え、他者と対話・協働して組織的な考動をとり、成果を出すことができる力 

 

 

 

 

教
育
理
念 

将
来
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
へ
と

成
長
す
る
生
徒
の
土
台
を
形
成
す
る
。
そ
の

土
台
と
は
、
夢
や
志
を
も
ち
自
分
で
考
動

す
る
力
、
多
様
性
を
理
解
す
る
力
、
学
び
続

け
る
力
、
た
く
ま
し
さ
・し
な
や
か
さ
を
併

せ
も
つ
心
身
で
あ
る
。 

 

行
動
指
針 

一
全
教
職
員
が
挨
拶
・会
話
・協
働
を
心
掛

け
、
居
心
地
と
風
通
し
が
良
く
、
幸
福
で

働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
風
土
の
醸
成
に

努
め
る
。 

一
全
教
職
員
が
自
分
事
と
し
て
本
校
の
課

題
を
捉
え
、
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
経
営

計
画
の
具
現
・ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
挑
む
。 

一
全
教
職
員
が
生
徒
・保
護
者
に
寄
り
添

い
、
生
徒
の
可
能
性
を
引
き
出
し
伸
ば
す

教
育
を
実
践
す
る
。 

 

ビ
ジ
ョ
ン 

目
指
す
生
徒
の
姿 

夢
や
志
を
も
ち
、
教
養
と
品
格
を
備
え

自
分
で
考
動
し
未
来
を
切
り
拓
く
生
徒 

目
指
す
教
師
の
姿 

教
育
公
務
員
と
し
て
の
使
命
を
自
覚
し

熱
意
と
向
上
心
に
溢
れ
、
教
育
の
プ
ロ
と

し
て
主
体
性
を
発
揮
す
る
教
師 

目
指
す
学
校
の
姿 

保
護
者
・地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
誰
も
が 

通
い
た
い
・通
わ
せ
た
い
と
思
う
学
校 

取組項目・方策 

◆学力向上・認知能力の育成  
１）授業改善 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た、①OKJ（習得型授業）＝生徒が「分かる、

充実感を味わう」授業、②ｸﾛｰﾑﾌﾞｯｸを活用し

た、個⇒集団⇒個となる思考、意見交流、自

由な表現活動のある授業の実践（①：日常化

②：単元に最低１回以上） 

・校内授業研究の計画的推進 

・板書による「目標」提示と「振り返り」の徹底 

・年間・単元指導計画、評価計画の精度向上 

・都、市の基準を踏まえた客観性・妥当性・信

頼性のある評価の実施（指導と評価の一体） 

・各種調査、アンケート等の分析結果に基づく

授業改善への取組推進 

２）基礎・基本の定着 

・安全・安心・清潔な環境整備、全校一律的

な授業規律の徹底 

・編集手帳ノートを活用した朝学習の意図的・

計画的、徹底した取組 

・朝読書、ビブリオフォーラム、小中連携した

ポップ作り、おうち図書館等の取組による読書

好き生徒の育成 

・「総合的な学習の時間」を活用した調べる学

習コンクールへの取組 

◆命・人権・道徳教育の推進 
１）自他の命を守る教育 

・各種防災訓練、安全指導等の継続実施 

・体力、食育、保健・健康教育等の推進 

・校長講話、SOSの出し方教育、SNS教育等 

２）人権教育、「特別の教科 道徳」 

・道徳授業地区公開講座の充実 

・道徳を核に全教育活動を通した人権教育 

・推進担当教員を中心とした道徳指導の充実 

◆特色ある教育【ESD の四中】  

～持続可能な教育活動による生徒の育成～ 

１）非認知能力の育成 

・「総合・特別活動」を核とした、SDGｓ関連

学習、地域貢献活動の推進 

２）旅行･集団宿泊的行事への取組 

・「何を学ぶか、身に付ける力」から考える 

・３年間の系統性をもたせる 

・CＳと共に考える（教員本位の改善） 

３）小中連携教育の推進 

・四中学区の連携推進、子供食堂の継続 

・９年間を見通した児童・生徒の育成 

◆魅力ある学校の創造 ＊最重点 
１）学校風土・教職員組織文化の向上 

・「学び合い、教え合い」研修等による教

師力の向上⇒生徒が「教師支援」「保護

的規律」を認識⇒学級環境の改善⇒生

徒の「学校とのつながり」の意識を醸成 

２）明るさ・やりがい・風通しよい職場環境 

・行動指針の遵守、職責の自覚と遂行 

３）働き方改革 

・能率 up、時間外勤務縮減、年休取得増 

４）開かれた学校 

・HPの充実、CSの推進、地域との連携 

◆生徒指導 ＊最重点 

１）生徒のよさや可能性の伸長、「自己指

導能力」の獲得を支え、自己実現を促す 

・発達支持的生徒指導、信頼して任せる

指導⇒自己決定の場を提供し、自己存

在感、自己肯定感、自己有用感等を育む 

・ASSESS等の結果に基づく深い生徒理

解を通した、認め合い、励まし合い、支え

合える学習集団、学級・学年づくり 

２）キャリア教育（進路指導を包含）、教育

相談の充実 

・生徒指導と一体、一貫した取組の充実 

◆特別活動 
１）学級活動の充実 

・認め合い、話し合い、自由な表現、協働

等の推進、心地良く感じる環境の構築 

２）生徒会活動の充実 

・生徒会、各種委員会活動の活発化、異

年齢生徒の協働、自己有用感の醸成 

３）学校行事、部活動の改革と充実 

・集団への所属感・連帯感の深化 

◆人材育成・能力開発 

１）「学校力」「教師力」の育成・強化 

・外部連携や折衝を積極的に任す指導 

・副校長、主幹教諭を主とした OJT推進 

・教員同士が「学び合う」風土の醸成 

２）校内研、研修受講・自己研鑽の奨励 

・CＳ委員の参加等校内研究の活性化 

・指導教諭の授業・校外研修参観の奨励 

・外部講師・地域人材等の招聘と活用 

 

 

 

◆特別支援教育・多様性の理解 
１）校内委員会の充実と生徒理解 

・校内委員会による情報共有と対策協議 

・サポート R、ＳＣ、巡回心理士等との連携 

・ASSESS等を活用した生徒理解の充実 

２）不登校対応、居心地のよい環境作り 

・励ます声掛け、自己決定させる機会の

創出、発達支持的生徒指導の実践 

・学級・学年、ステップタイムの環境整備 

３）関係機関との連携 

・子ども家庭支援センター、適応指導教室

民生児童委員、医療機関等との連携強化 

スロ-ガン 考動しよう！ 


